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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型）」は、2025年11月20日に第11期の決算を行ないましたの
で、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産／インデックス型 

信 託 期 間 2014年11月12日から原則無期限です。 

運 用 方 針 

主として、ＭＬＰ（マスター・リミテッド・パートナーシップ）やＭＬＰに関連する証券を主要投資対象とする投資

信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国

投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに投資を行ない、ＭＬＰ市場の動きをとらえる指数（S&P MLP 

指数（配当込み、円換算ベース））に連動する投資成果をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 投資信託証券を主要投資対象とします。 

インデックス マザーファンド ＭＬＰ ＭＬＰやＭＬＰに関連する証券を主要投資対象とします。 

マネー・アカウント・マザーファンド わが国の国債および格付の高い公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の

有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

インデックス マザーファンド ＭＬＰ 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

マネー・アカウント・マザーファンド 
株式への投資は行ないません。 

外貨建資産への投資は行ないません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。  

＜642649＞ 

インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

第11期（決算日 2025年11月20日） 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

S & P  M L P  指 数 
（配当込み、円換算ベース） 債   券 

組入比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

リミテッドパートナー 
（ 出 資 金 ） 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

７期(2021年11月22日) 5,771 0 53.8 66.92 59.1 36.0 37.0 25.5 1,768 

８期(2022年11月21日) 9,703 0 68.1 112.59 68.2 26.6 51.0 21.5 2,519 

９期(2023年11月20日) 11,078 0 14.2 143.83 27.8 8.8 76.2 13.7 1,758 

10期(2024年11月20日) 13,516 0 22.0 189.00 31.4 8.8 73.8 14.5 2,066 

11期(2025年11月20日) 14,179 0 4.9 204.03 8.0 5.3 79.9 10.3 1,786 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「リミテッドパートナー（出資金）組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ｢S&P MLP 指数」は、ニューヨーク証券取引所やＮＡＳＤＡＱなどに上場するＭＬＰなどのうち、ＧＩＣＳ（世界産業分類基準）におい

てエネルギーセクターまたは公益事業セクターのガス産業に属する銘柄を対象とした、浮動株調整後の時価総額加重を基本とする指数

です。同指数の（配当込み、円換算ベース）とは、アモーヴァ・アセットマネジメントが公表指数をもとに円換算したものです。なお、

設定時を100として2025年11月20日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

S & P  M L P  指 数 
（配当込み、円換算ベース） 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

リミテッドパートナー 
（ 出 資 金 ） 
組 入 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2024年11月20日 13,516 － 189.00 － 8.8 73.8 14.5 

11月末 13,688 1.3 192.51 1.9 8.8 74.9 14.7 

12月末 13,617 0.7 190.53 0.8 8.9 74.6 14.7 

2025年１月末 14,520 7.4 207.09 9.6 9.3 74.2 15.3 

２月末 13,981 3.4 196.78 4.1 9.1 74.9 14.5 

３月末 14,414 6.6 200.17 5.9 9.1 74.4 13.9 

４月末 12,932 △4.3 178.01 △5.8 8.8 75.3 13.1 

５月末 12,984 △3.9 181.49 △4.0 8.9 75.2 13.1 

６月末 13,288 △1.7 185.75 △1.7 9.0 75.5 12.6 

７月末 13,856 2.5 195.19 3.3 7.1 79.6 10.6 

８月末 13,508 △0.1 190.00 0.5 7.3 79.2 10.7 

９月末 13,276 △1.8 188.88 △0.1 7.3 79.4 10.3 

10月末 13,659 1.1 193.49 2.4 7.5 79.8 9.9 

(期  末)        

2025年11月20日 14,179 4.9 204.03 8.0 5.3 79.9 10.3 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「リミテッドパートナー（出資金）組入比率」は実質比率を記載しております。 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

○運用経過 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびS&P MLP 指数（配当込み、円換算ベース）は、期首（2024年11月20日）の値が基準価額と同一となるよう

に指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） S&P MLP 指数（配当込み、円換算ベース）は当ファンドのベンチマークです。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、米国の金融商品取引所に上場されているＭＬＰやＭＬＰに関連する証券を主要投

資対象とする投資信託証券に投資を行ない、ＭＬＰ市場の動きをとらえる指数に連動する投資成果をめざし

て運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・米国と中国が両国間の関税を暫定的に大幅に引き下げることで合意し世界景気の悪化に対する過度な懸念

が和らいだこと。 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の要人発言を背景にＦＲＢによる利下げへの期待が高まったことや、利

下げが実施されたこと。 

・米国と日本、欧州連合（ＥＵ）の関税交渉合意を受けて米国の関税政策を巡る不透明感が後退したこと。 

・円安／アメリカドル高となったこと。  

期中の基準価額等の推移 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

＜値下がり要因＞ 

・米国大統領が発表した世界各国・地域からの輸入品への「相互関税」を受けた世界経済の悪化への懸念が強

まったこと。 

・石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）とロシアなど非加盟の主要産油国で構成するＯＰＥＣプラスが原油の増産を決

定し、また追加増産する可能性が報じられたことを背景に、原油価格が軟調に推移したこと。 

・イスラエル軍がイラン各地の核施設や軍事施設などを攻撃しイランもミサイル攻撃などで報復する事態と

なり投資家のリスク回避姿勢が強まったこと。 

 

 

（ＭＬＰ市況） 

米国ＭＬＰ市況において、S&P MLP 指数は期間の初めと比べて上昇しました。 

期間の初めから2025年３月にかけては、ＦＲＢが今後の利下げペースについて鈍化の見通しを示したこと

が同指数の重しとなったものの、米国政府がロシアの石油輸出に対する制裁強化を発表したことで需給の引

き締まりが意識されたことや、ＦＲＢが量的引き締め（ＱＴ）の減速を決めたことなどを背景に同指数は上昇

しました。４月上旬は、米国大統領が発表した世界各国・地域からの輸入品への「相互関税」を受けた世界経

済の悪化への懸念が強まったことや、中国が米国の相互関税への対抗措置を発表し、世界経済が一段と悪化す

るとの警戒が強まったこと、ＯＰＥＣプラスが原油増産を決めたことなどが重しとなり、同指数は下落しまし

た。４月中旬から７月にかけては、イスラエル軍がイラン各地の核施設や軍事施設などを攻撃しイランもミサ

イル攻撃などで報復する事態となり投資家のリスク回避姿勢が強まったことがＭＬＰ価格の重しとなったも

のの、米国と中国が両国間の追加関税を暫定的に引き下げることで合意し世界景気の悪化に対する過度な懸

念が和らいだことや、ＦＲＢの要人発言を背景にＦＲＢによる利下げへの期待が高まったこと、米国と日本、

ＥＵの関税交渉合意を受けて米国の関税政策を巡る不透明感が後退したこと、米国による対ロシア制裁強化

観測を受けた供給リスクの高まりを背景に原油価格が上昇したことなどから同指数は上昇しました。８月か

ら10月前半にかけては、ＯＰＥＣプラスによる原油の追加増産が報じられたことを背景に原油価格が軟調に

推移したことや、米国の雇用統計が低調な内容となり米国景気の先行き不透明感が広がったこと、中国がレア

アース（希土類）の輸出規制を打ち出したことなどを巡り、米国大統領が対中国関税の引き上げを示唆したこ

とで米中対立が意識され、投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどが重しとなり、同指数は下落しまし

た。10月後半から期間末にかけては、米国の対中国関税の見送りや中国によるレアアース輸出規制の延期が見

られるなか、米中対立への警戒感が後退したことや、ＦＲＢが利下げを実施したことなどが支援材料となり、

同指数は上昇しました。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの0.23％近辺から、2025年１月の日銀金融政策決定会合において追

加利上げが決定されたことなどを受けて、0.48％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの0.11％近辺から、日銀による利上げなどを受けて、

0.44％近辺で期間末を迎えました。 

  

投資環境 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、右記の推移となりました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「インデックス マザーファンド ＭＬＰ」受益証券を高位に組み入

れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 

（インデックス マザーファンド ＭＬＰ） 

主として、米国の金融商品取引所に上場されているＭＬＰやＭＬＰに関連する証券に投資し、ベンチマーク

である「S&P MLP 指数（配当込み、円換算ベース）」に連動する投資成果をめざして運用を行ないました。 

外貨建資産は、為替ヘッジを行なわず、高位の外貨エクスポージャーを維持しました。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国債の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、元本の安全性を

重視した運用を行ないました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

 

期間中における基準価額は、4.9％の値上がりとな

り、ベンチマークである「S&P MLP 指数（配当込み、

円換算ベース）」の上昇率8.0％を概ね3.0％下回りま

した。 

ベンチマークとの差異における主な要因は以下の

通りです。 

 

＜プラス要因＞ 

・銘柄選択に基づく要因。 

 

＜マイナス要因＞ 

・銘柄選択に基づく要因。 

・組入銘柄の配当金・分配金にかかる税金。 

・海外カストディ・フィー、売買手数料、税務申告

などの諸費用。 

・ＭＬＰ売却益などに関する税金。 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第11期 

2024年11月21日～ 
2025年11月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,800   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） S&P MLP 指数（配当込み、円換算ベース）は当ファンドのベン

チマークです。 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「インデックス マザーファンド ＭＬＰ」受益証券を原則として高位に組み入れ、「マネー・アカ

ウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（インデックス マザーファンド ＭＬＰ） 

引き続き、ベンチマークである「S&P MLP 指数（配当込み、円換算ベース）」に連動する投資成果をめざし、

主として、米国の金融商品取引所に上場されているＭＬＰやＭＬＰに関連する証券に投資する方針です。 

また、外貨建資産は、原則として為替ヘッジを行なわず、高位の外貨エクスポージャーを維持する方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は原則として、わが国

の国債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール・ローンや金

銭信託などに投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 113  0.825  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 53)  (0.385)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 53)  (0.385)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.030   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  3)  (0.021)   

 （リミテッドパートナー（出資金）） (  1)  (0.010)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （リミテッドパートナー（出資金）） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 150   1.098   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 38)  (0.281)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 13)  (0.095)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用、運用において利用する指数の
標章使用料など 

 （ そ の 他 ） ( 98)  (0.718)  その他は、MLP投資に係る税金費用※、信託事務の処理等に要するその他の諸
費用 

 合 計 267   1.953    

期中の平均基準価額は、13,643円です。  
 

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結
果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
※米国において、過年度のMLP売却に伴ない、欠損金を上回る譲渡益が発生したことによる追加納税   
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.94％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

○売買及び取引の状況 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
インデックス マザーファンド ＭＬＰ 312,487 604,819 510,220 976,032 

マネー・アカウント・マザーファンド 1,119 1,122 1,405 1,411 
 
 
 

○株式売買比率 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

 該当事項はございません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年11月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

インデックス マザーファンド ＭＬＰ 1,083,602 885,869 1,769,258 

マネー・アカウント・マザーファンド 1,995 1,709 1,719 
 
（注） 各親投資信託の2025年11月20日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・インデックス マザーファンド ＭＬＰ 3,725,134千口 ・マネー・アカウント・マザーファンド 429,329千口 

 

○投資信託財産の構成 (2025年11月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

インデックス マザーファンド ＭＬＰ 1,769,258 98.4 

マネー・アカウント・マザーファンド 1,719 0.1 

コール・ローン等、その他 27,124 1.5 

投資信託財産総額 1,798,101 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） インデックス マザーファンド ＭＬＰにおいて、当期末における外貨建純資産（7,424,458千円）の投資信託財産総額（7,462,132千円）

に対する比率は99.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=157.29円。 

 

 

親投資信託残高 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年11月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,798,101,088   

 コール・ローン等 27,122,975   

 インデックス マザーファンド ＭＬＰ(評価額) 1,769,258,211   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 1,719,540   

 未収利息 362   

(B) 負債 11,199,362   

 未払解約金 159,570   

 未払信託報酬 8,889,853   

 その他未払費用 2,149,939   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,786,901,726   

 元本 1,260,271,098   

 次期繰越損益金 526,630,628   

(D) 受益権総口数 1,260,271,098口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,179円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,528,858,580円、期中追加設定元

本額は663,074,744円、期中一部解約元本額は931,662,226円

です。 

（注） １口当たり純資産額は1.4179円です。 
 

○損益の状況 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 131,574   

 受取利息 131,574   

(B) 有価証券売買損益 89,836,836   

 売買益 115,291,314   

 売買損 △ 25,454,478   

(C) 信託報酬等 △ 20,344,943   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 69,623,467   

(E) 前期繰越損益金 296,283,633   

(F) 追加信託差損益金 160,723,528   

 (配当等相当額) (  680,889,735)  

 (売買損益相当額) (△520,166,207)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 526,630,628   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 526,630,628   

 追加信託差損益金 160,723,528   

 (配当等相当額) (  685,373,943)  

 (売買損益相当額) (△524,650,415)  

 分配準備積立金 423,746,550   

 繰越損益金 △ 57,839,450   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

（注）分配金の計算過程（2024年11月21日～2025年11月20日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年11月21日～ 
2025年11月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 127,462,917円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 685,373,943円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 296,283,633円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,109,120,493円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,800円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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インデックスファンドＭＬＰ（１年決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年11月21日から2025年11月20日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、運用報告書（全体版）は電磁的方法により提供する旨を定めている規定につき、投

資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に即した記載に変更するべく、2025年４月１日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第49条の２） 

 

●当ファンドについて、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。 

①委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社」に変更いたしました。（第１条、第16条） 

②当社の社名変更に伴ない、電子公告を掲載する当社ホームページのＵＲＬを「www.nikkoam.com/」から

「www.amova-am.com」に変更いたしました。（第49条） 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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